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｢次世代を育む環境福祉」

　　第４回年次大会(総会)いよいよ東京で開催！

　日時：　平成20年11月９日（日）　　10：00～17：00

　会場：　東京大学医学部鉄門記念講堂

　　プログラム：

　１．特別講演：小池　百合子　（衆議院議員、元環境大臣）

　　　「環境を守る　社会を守る」

　２．基調講演：炭谷　茂　　　（恩賜財団済生会理事長、元環境事務次官）

　　　「環境福祉学から見る子どもの世界」

　３．パネルデスカッション

　　　テーマ：「危機にある子どもの環境にどう対応するか」　

　　　コーディネーター：　鴨下　重彦　（東京大学名誉教授）

　　　パネリスト・演題：

　　　「高層住宅における育児の問題」　織田　正昭（東大医学部母子保健学）

　　　「保育における食育の課題」　　　寺田　清美（東京成徳短期大学教授）　

　　　「シュタイナーの教育理念」　　　子安美知子（早稲田大学名誉教授）　

　　　「幼児期の体験学習の重要性」　　永井　伸一（独協中学高等学校長）　

　　　コメンテーター　：　炭谷　茂

　　スケジュール：

　　　　10:00 ～ 12:00 　 一般研究発表（３会場２４題　演題名は4ページに）

　　　　12:00 ～ 13:00 　 総　　会（食事と同時に行います）

　　　　13:00 ～ 13:40 　 特別講演

　　　　14:00 ～ 14:30  　基調講演　

　　　　14:30 ～ 17:00 　 パネルデスカッション

　　　　17:30 ～ 19:00  　懇 親 会

　　　　参加費用 : 大会参加費　5,000円 (昼食代含む)  懇親会参加費　4,000円
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　環境カウンセラーというのは12年前に環境省で、
環境に関する専門家の人材登録制度として始まり、
現在登録している人材は4000人を超えました。半分
くらいは市民部門といって、環境のNPO等での活躍
や市民活動を行っており、残り半分くらいが事業者
部門で企業の中で環境経営に携わるようにカウンセ
リングと応援をしています。
　「エコアクション21」という環境省がつくった中
小企業向けの環境マネジメントシステムがあります
が、その審査員の75％くらいは環境カウンセラーが
審査員をやっていて、環境カウンセラーとエコアク
ション21は対で動いているという仕組みになってい
ます。
　本日は、環境カウンセラーから見て環境のマネジ
メントに熱心だと思われる会社で、しかも福祉につ
いて非常に熱心にやっている企業を紹介します。
　まずは１番目の事例ですが、電子機器製造のマコ
ト計器という会社です。この会社の従業員は20～30
人くらいですが、その10～20％の人、つまり２、３
人は障害者を雇用しています。身体障害者も知的障
害者もおりますが、従業員の協力とエスコートを当
たり前の就業活動として業績を挙げています。
　２番目は、建設廃材、産業廃棄物と一般廃棄物の
収集運搬・処理業で、埼玉県にあるショーモンとい
う埼玉県内では中核の会社で、業界のリーダー的会
社です。
　埼玉県には見沼たんぼという有名な自然保護地域
があり、ここの周辺は不法投棄の固まりのようにな
っていて、工場が近くにあり、なぜか東京電力と一
緒に組んで不法投棄現場を復旧する仕事を先頭に立
ってやっています。また、もう一つは、事業者の方
からの機密文書の処理（再資源化）を通じて個人情
報保護と情報管理システムついても商工会議所と組
んで非常に熱心に取り組んでいます。
　ここにはリサイクル工場があり、分別とリサイク
ルはこれ以上できないだろうと思うと　ころまでや
った後固形燃料にしています。ですから、最後の最
後まで役に立てようということで障害者中心の工場
をつくり、ここで障害者の方と一緒に作業をやって
います。ISO14001を取ってずっと継続してやってお
りますが、ひまわり工場という名前を付けています。
　３番目は愛知県にあるリバイブです。もともと建

「環境カウンセラーからみる環境福祉への期待」

ＴＥＭ・環境マネジメントシステム研究所

上田　隆一

設解体業者ですが、建設廃材の処理もやるようにな
りました。そして、従来の仕事に加えて環境事業と
いう事業分野を特化させ、しかも本業と同化し完全
に一致させて各種の事業を展開しています。
　事業所の敷地に環境保全の施設をたくさん置い
て、太陽光発電、風力発電は当たり前で、それから
屋上と壁面緑化もやっていますし、雨水の利用施設
を設け、空き地にはビオトープをつくっています。
そして、子供たちにオープンにして、環境教育、学
習のお手伝いをしていて、環境教育の受け入れ、指
導者の養成と、いろいろなことをやっています。
　その他には、近隣の遊休農地を借りてオーガニッ
ク農業を始め、この無農薬農業を障害者の人の雇用
の場として使っています。自分たちが雇用するので
はなく、事業者同士の仲間に障害者の方たちを預か
って一種の授産所事業をやっているところと連携し
て行っています。
　最後になりますが、社会的責任の一環として環境
への取り組みをやるとなると、ますます福祉との関
係が出てきます。私は別に中小企業向けのCSRの仕
組みをつくろうとしており、ほぼ完成しました。社
会貢献や社会的責任という言葉の中に福祉への関
心、福祉への貢献、福祉への同化、これを言葉とし
てチェック項目に入れています。そういうことがや
れていると、同じCSRの中でもワンランク上だとい
う評価ができるようにしました。
　通常、環境が行われていると、ここのところが一
番重要です。最初に認識をします。そのうちにそれ
に配慮したことを何か始める。配慮だけではなく、
これを確実に世の中にオープンにして、貢献という
ところへ行きます。ここがずっと進むと、当たり前
のように完全に同化します。認識して、配慮して、
貢献していることは、外から見えなくても中身をよ
く見るとやっていて、完全に同化の状態です。こう
いう状態が理想ではないかと私は思います。

上田　隆一　氏

経営士
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　いままでいろいろなNPOを設立をし市民活動とし
ていろいろ活動してきましたが、いまの日本、また
国の将来をどうしていこうか、どうなっていくのか
というテーマで、何とか行動しようという仲間が集
まって、約１年前から勉強してきました。
　たどり着いたところが、次世代を担う子供たちを
教育していかないとこの国はよくならないというこ
とを一つのテーマとして掲げました。その中で、子
供たちにどうやって教育をしていくのかということ
で、いろいろな体験とかNPO、市民団体、行政も含
めて勉強したり接したりという調査をしてきてたど
り着いたのが森です。
　そして、どういう森がいいのかをいろいろ調査、
研究し、その中で大変興味深い森に出合いました。
それが、相模原駅から15分のところに約70ヘクター
ルという巨大な森「こもれびの森」です。
　この１年の中で、われわれは子供への教育と、こ
もれびの森で体感できる環境福祉という切り口を実
践し、それを目指して活動していこうと活動指針を
決めました。
　具体的には「さがみはら・こもれびの森　環境福
祉ビレッジ」というところで、いくつかのテーマを
もとにこの活動を進めていこうと思っています。
　まず、森の学校というかたちですが、体の不自由
な子と健常者の子供たちが一つひとつゆっくり観察
や体感をしていくということを考えていますが、こ
こ以外でも数多く発信されています。
　ここで一つ大きく独自性を出していこうと考えて
いるのが、森のIT・放送局です。現在、日本中に存
在する環境の市民団体、福祉の市民団体、NPOも含
めてですが、それから環境福祉という部分でのあら
ゆる活動のネットワークをここ相模原の地から、こ
もれびの森を通して発信し、また受信し、コミュニ
ケーションをとっていこうと思っています。
　ここには子供の絵画、コンサートということで地
域の活動を書いていますが、特に日本においては環
境および福祉ということがまったくと言っていいほ
ど海外に発信されていません。また海外の情報も、
ほんの一握りの方しかわかっていない。このIT放送
局から「日本中でこういう素晴らしい活動をしてい
ます。こういうことをしています」と発信し、ま
た、世界中の環境福祉という部分での地域との交流
を、ここの放送局を通してやっていこうということ

が、環境福祉学会と出あった後、大きい目標として
準備を進めているところです。それから、森の展示
スペース、森のレストラン等も計画しています。
　あと、森の検定員制度を計画していますが、環境
省、文科省、神奈川県、相模原市と、すべて訪問し
ていろいろな話をして、相模原市役所からはぜひ応
援したいということで出てきた提案です。森の検定
員制度をつくって、市民の方、子供たちに相模原の
こもれびの森にもっと親子共々接してもらおうとい
うことを逆に市からご提案を受けて進める予定です。
ということで、大変心許ない内容ではありますが、
ご説明させていただいています。
　この１年半の活動以降、現在、こもれびの森の入
口に建設する土地の調査と入手を進めています。幸
いにして、われわれの活動に非常に共感をいただい
た地域の方から、土地を提供しますというお話をい
ただき、そこを建設予定地と掲げて県との折衝に
入っています。また、行政にも非常に注目していた
だきまして、森の学校に関しては、地域の体の不自
由な子たちがそこで体感したり、また、森の学校と
いうかたちで参加させていただきたいというお話を
いただいています。
　また、今後の活動方向としてはNPOというかたち
で進めていきたいと思いますが、これから半年から
約２年にわたる歳月を通して、また支援いただける
同じような考え方のNPO、行政、市民団体を、NPO
をつくる前に巻き込んで、年内か年明けまでには
NPOを設立してより具体的な活動を進めていきたい
と思います。今後、活動の拠点になる施設の建設に
関しては、これから１年後を目標に建設していきた
いと思っています。
　こういう目標を掲げながら、われわれとしてはま
だ１年半の活動ですが、今日こういうお話をさせて
いただける機会をいただきましたので、ぜひいろい
ろな意味でのアドバイスやご支援、ご指導を賜れば
と思います。

３

ダイコー株式会社

　児玉　康資

児玉　康資  氏

「環境福祉と子供」

代表取締役社長
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■環境福祉学会組織及び役員一覧

会    長：江草 安彦 社会福祉法人旭川荘名誉理事長／川崎医療福祉大学名誉学長
副 会 長：鴨下 重彦 (財)小児医学研究振興財団理事長／東京大学名誉教授

堀越 哲二 堀越学園理事長／創造学園大学学長
伊藤 達雄 社団法人環境創造研究センター理事長／名古屋産業大学名誉学長

理    事：松寿  庶 社会福祉法人全国社会福祉協議会常務理事
波田 幸夫 環境新聞社会長
長田 逸平 社団法人日本経済団体連合会事務総長付
藤田 八暉 久留米大学教授
土井 康晴 社団法人生活福祉研究機構専務理事
泉谷 直木 アサヒビール株式会社常務取締役
安川  緑 金沢大学医薬保健研究域保健学類看護学領域准教授
児玉 剛則 社団法人環境創造研究センター専務理事
寺田 清美 東京成徳短期大学教授

監    事：永井 伸一 獨協中学・高等学校校長／獨協医科大学名誉教授
平野  寛 杏林大学名誉教授

炭谷  茂 前環境事務次官／社会福祉法人恩賜財団済生会理事長

事  務  局  長：

事 務 局：

小峰 且也 環境新聞社取締役

酒井  剛
王　　　豊

環境新聞社広告・事業担当次長
創造学園大学東京本部所長

環境福祉学会

　世界中で大流行の恐れがある新型インフルエ

ンザ。変異する危険性が最も高いとされるウイ

ルスの一つがＨ５N１型で、感染致死率は60％

以上。現在は鳥から人への感染だが、人から人

へと感染しやすくなったとき、新型インフルエ

ンザになる▼厚生労働省は、全人口の25％に相

当する3200万人が感染、53万人から2000万人が

入院、17万人から64万人が死亡すると推定して

いる。国立感染研の専門家は、いつ発生しても

おかしくない段階に来ているという。その対策

となる治療薬とワクチンは十分とはいえず、外

出自粛と2週間分の食料備蓄で自衛策を取れと

いわれても不安になるばかりだ▼米国では健康

問題にとどまらず、テロや災害と並ぶ安全保障

の重要課題と捕らえ、対策に乗り出している。

ワクチンの接種の優先順位についても、高齢者

より乳幼児や子供を優先することになった。新

型インフルエンザが起きたとき、環境福祉の現

場ではどう対応するのか、緊急の課題だ。

①　栃木県大田原市における訪問型5歳児検診について

②　人工呼吸器をつけた子どもの預かりサービス　　～重症障がい児者レスパイトケア施設うりずんができるまで～

③　声かけと感覚刺激による意思伝達力の再生

④　エンリッチ環境効果をもたらす要因の探索

⑤　環境保護に着目した障害者就労に関する調査・研究

⑥　農業分野における障害者雇用の可能性　　～北海道「共働学舎新得農場」の事例～

⑦　食品リサイクルを障害者の工賃倍増につながる仕事として創り上げる

⑧　保育園、福祉施設における新型インフルエンザの感染拡大の抑制について

    ～新型インフルエンザ感染経路遮断としての次亜塩素酸水の活用～

第２分科会場 企業などの働らき

第３分科会場 地域と環境福祉

①　吸水紐を用いた植物の簡易栽培法によるテラス・屋上緑化 2.学校のテラス・屋上における果菜類の栽培条件の検討

②　藺草のある部屋の環境調整機能

③　建築廃材で作った多機能性炭素内装材「ウッドセラミックスボード」

④　環境材料（ウッドセラミックス）のLCCO2評価による職業能力開発への展開

⑤　ウッドセラミックスを用いたガスセンサの開発

⑥　ウッドセラミックスを用いた燃料電池の開発   ～電動車いす用電源への適用と職業能力開発への展開～

⑦　産業官連携共同研究開発重点化事業から生まれたナノヒバ油の新商品

⑧　資源の国内循環をも担う障がい者の自立支援にむけた取組み

①　親子の育ちを支える幼稚園開放の実践　　～次世代を育てる共同体づくり～

②　親子で夏休み調理学習

③　子どもが豊かに育つ環境　　～感覚を育てる環境作りの取組み～

④　コミュニティービジネスを育てる環境福祉の取組

⑤　９カ国の特許微生物で環境と福祉介護の改善を

⑥　都市農地を活用した地域福祉　モデル化に向けて実践を積み上げる

⑦　環境に優しい施設をめざして　　～旭川荘の環境福祉への取組み～

⑧　ユビキタス・ツーリズムの研究

第４回年次大会研究発表分科会場・演題

第１分科会場 子ども、障害児・者、雇用

（都合により変更する場合があります。）
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